
【コースと科⽬構成】

授業の構成

令和２年度「就職・転職⽀援のための⼤学リカレント教育推進事業（就職・転職⽀援のためのリカレント教育プログラムの開発・実施）」企画提案書（a︓求職⽀援）(P1)令和４年度 ⼩樽商科⼤学「DX時代の次世代介護ミドルマネジャー育成プログラム」

※選択科⽬について
令和４年度「DX時代の次世代介護ミドルマネジャー育成プログラム」の修了要件ではないが、令和３年度に実施した「介護ミドルマネジャー育成プ

ログラム」と同様の内容を提供し、今年度受講者の学びを深めていただくことを⽬的とする。

＜介護福祉概論＞
介護福祉の歴史、介護の理念、倫理と介護職の責務等、介護施設・事業所の管理職として必要な介護および社会保障に関する基本知識を修得させる。

＜地域福祉概論＞
地域包括⽀援の意義、認知症と⾼齢者の⼼⾝の特性、介護現場におけるリスクマネジメント、介護保険制度のしくみ等、介護施設・事業所の運営を統
括するために必要な知識を⾝につけさせる。

＜ケアマネジメント実習＞
新型コロナウイルス感染症の影響により、介護現場の⾒学・職場体験が困難な状況であるため、 VR技術を⽤いた現場にいるような環境の中で⼀連の流
れや動作の確認ができるオンデマンドコンテンツを通じた⾃⽴⽀援を主眼とした介護技術を体感することで、ケアマネジメント能⼒を修得させる。

介護経営のビジョン
（必修, 6時間）

マネジメントの知識と思考法（基本）
（必修, 15時間）

マネジメントの知識と思考法（発展）
（必修, 9時間）

経営学⼊⾨
（必修, 6時間）

DXとデザイン思考
（必修, 15時間）

DXビジネスデザイナー⼊⾨
（必修, 4.5時間）

介護DXハンズオン
（必修, 6時間）

介護DXにおける⽣産性向上
（必修, 9時間）

マネジメント領域︓⼩樽商科⼤学 IT（ DXデザイン等）領域︓ベネッセコーポレーション

介護経営×DX領域︓さくらコミュニティサービス、⽇本KAIGOソフト

介護福祉概論（選択, 6時間）
地域福祉概論（選択, 9時間）

ケアマネジメント実習（選択, 6時間） 基礎コース︓60時間（84時間） 実践コース︓10.5時間



授業の実施⽅法

令和２年度「就職・転職⽀援のための⼤学リカレント教育推進事業（就職・転職⽀援のためのリカレント教育プログラムの開発・実施）」企画提案書（a︓求職⽀援）(P2)

構想⼒、実⾏⼒
介護の⽣産性向上を実現
するアイデアを構想し、

実⾏する能⼒

マネジメント能⼒
意思決定⼒、問題解決⼒、
問題発⾒・解決に通ずる
計数管理・分析能⼒、
⼈的ネットワーク構築⼒、

リスク管理能⼒

DX・ITリテラシー
介護経営に紐付けられた

DX・ITリテラシー

マネジメントの知識と思考法（基本）
オンデマンド型と同時双⽅向型（⼀部）の遠隔授業
経営戦略・マーケティングの分析フレームワーク、

チームマネジメント、企業会計の基礎等の経営の基本知識の習得

マネジメントの知識と思考法（発展）
オンデマンド型と同時双⽅向型（⼀部）の遠隔授業

ビジネスプランを練り上げる過程における経営の基本知識の応⽤
⽅法と、事業活動と社会的課題解決の結び付きの理解

DXとデザイン思考
オンデマンド型と同時双⽅向型（⼀部）の遠隔授業
ブロックチェーンやAI等を含めたITの全体像と、

デザイン思考の基本的な考え⽅の理解

DXビジネスデザイナー⼊⾨
同時双⽅向型の遠隔授業
⼟曜⽇開講（2.25時間2回）

PBL教育としてDXビジネスアイデア
構想のワークショップを実施

（2/11, 2/25開講予定）介護経営のビジョン
オンデマンド型の遠隔授業

地域や社会を変⾰するキーマンとしての新しい介護事業者の
役割・あり⽅の理解

介護DXハンズオン
対⾯授業

⼟曜⽇集中開講（6時間1回）
PBL教育として昨今の介護現場に求め
られるICTについてハンズオンを実施

（3/11開講予定）

介護DXにおける⽣産性向上
同時双⽅向型の遠隔授業（12⽉開講予定）

介護分野における⽣産性向上の取組の進め⽅と、ICT活⽤による
⽇々の業務の改善活動を推進していくスキルの習得

経営学⼊⾨
オンデマンド型の遠隔授業

経営学を学ぶ上で必要となる企業と経営に関する
基礎的な知識の習得

※ 標準的な学習の進め⽅に沿って、オンデマンドコンテンツを平⽇
夜間の定時に配信するとともに、⼀部VR技術を⽤いた新たなオン
ライン学習環境を構築し、受講者がVR空間において同じタイミン
グで受講できるような選択肢を⽤意する。これににより、受講者、
講師、運営スタッフとのコミュニケーション機会を増加させること
が可能となり、学習意欲の維持・向上にも期待できる。

※上記で明らかになった課題につい
ては、授業終了後にオンライン質疑

応答体制を構築

令和４年度 ⼩樽商科⼤学「DX時代の次世代介護ミドルマネジャー育成プログラム」



授業科⽬・担当講師

※外部講師

令和２年度「就職・転職⽀援のための⼤学リカレント教育推進事業（就職・転職⽀援のためのリカレント教育プログラムの開発・実施）」企画提案書（a︓求職⽀援）(P3)

分類 科⽬名 授業
時数

対⾯・
遠隔

企業
等

双⽅
向

実務
家 担当教員・実務家名 教員・実務家の所属

必修 経営学⼊⾨ 6 遠隔 近藤公彦 ⼩樽商科⼤学ビジネススクール

必修 マネジメントの知識と
思考法（基本） 15 遠隔 ○

(⼀部)

李濟⺠
⽟井健⼀
籏本智之
猪⼝純路
⻄村友幸

⼩樽商科⼤学ビジネススクール

必修 マネジメントの知識と
思考法（発展） 9 遠隔 ○

(⼀部) ○
藤原健祐（実務家教員）
齋藤⼀朗（実務家教員）
内⽥純⼀（実務家教員）

⼩樽商科⼤学ビジネススクール

必修 介護経営のビジョン 6 遠隔 ○ 中元秀昭※
⽥中紀雄※

株式会社さくらCS 代表取締役
株式会社3eee 代表取締役

必修 介護DXにおける⽣産性
の向上 9 遠隔 ○ ○ 須⼭松治※ ⽇本KAIGOソフト株式会社CTO

必修 DXとデザイン思考 15 遠隔 ○ 藤原健祐（実務家教員） ⼩樽商科⼤学ビジネススクール

必修 DXビジネスデザイナー
⼊⾨ 4.5 遠隔 ○ ○ 箕輪旭※ スタディメーター株式会社代表取締役

必修 介護DXハンズオン 6 対⾯ ○ ○ ○ 中元慧※
椿淳平※

株式会社HELTEQ 代表取締役
株式会社さくらCS VR・新規開発担当

選択 介護福祉概論 6 遠隔 ○ 真銅⾄※ 株式会社さくらCS 教育事業部

選択 地域福祉概論 9 遠隔 ○ 真銅⾄※ 株式会社さくらCS 教育事業部

選択 ケアマネジメント実習 6 遠隔 ○ 真銅⾄※ 株式会社さくらCS 教育事業部

令和４年度 ⼩樽商科⼤学「DX時代の次世代介護ミドルマネジャー育成プログラム」



授業スケジュール（予定）

＜基礎コース＞
① 経営学⼊⾨（6時間）
② マネジメントの知識と思考法（基本）(15時間）
③ マネジメントの知識と思考法（発展）(9時間）
④ 介護経営のビジョン(6時間)

前⾴に記載の“双⽅向（⼀部）”は最終考査（受講者のプレゼンテーションを中⼼に3時間程度）およびそれに関連す
る授業を指します。 2⽉あるいは3⽉の平⽇夜間（18:30以降）で開催⽇程を調整中です。
①から④は最終考査を除きオンデマンド授業となりますので、ご⾃⾝のご都合の良い時間に学習できます。受講期間
の⽬安は９⽉〜１１⽉中です。

⑤ 介護DXにおける⽣産性の向上(9時間) 
こちらはリアルタイム遠隔授業になります。１２⽉からの開講を予定しております。平⽇夜間18:30-20:00、週１
回の開講、全６回の予定で、⽇程は担当講師と調整中です。

⑥ DXとデザイン思考(15時間) 
初回９０分はリアルタイム遠隔授業（ １１⽉末〜１２⽉初旬の平⽇夜間（18:30以降）で調整中）、それ以外はオ
ンデマンド授業を予定しています。オンデマンド授業の受講期間の⽬安は１２⽉〜２⽉中です。

＜実践コース＞
⑦ DXビジネスデザイナー⼊⾨（4.5時間）

2/11（⼟）と2/25（⼟）の午前中、2.25時間×２回で開講予定（リアルタイム遠隔配信授業）

⑧ 介護DXハンズオン（6時間）
3/11（⼟）開講予定（対⾯授業、会場は札幌）

※ インプットだけでなくアウトプットが重要であると考えておりますので、基本的に全ての科⽬の授業ごとに事後課
題（簡易レポート、アンケート回答等）を設定しております。

令和２年度「就職・転職⽀援のための⼤学リカレント教育推進事業（就職・転職⽀援のためのリカレント教育プログラムの開発・実施）」企画提案書（a︓求職⽀援）(P4)令和４年度 ⼩樽商科⼤学「DX時代の次世代介護ミドルマネジャー育成プログラム」


